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家庭・学校・地域の連携強化  

ＰＴＡを中心とした地域連携への取組 

東郷町立高嶺小学校ＰＴＡ  

 

１  はじめに  

近年、共働き家庭の増加や少子化が進むなど、社会環境は大きく

変化し、自治会への参加者数の減少や子ども会の廃止などの地域活

動が減少する傾向にある。  

こうした社会の流れは、学校におけるＰＴＡ活動にも影響を与え

るようになっており、加入率の低下とともに委員や役員選出が難航

し、活動への参加者減少などが本地区でも課題となりつつある。地

域や保護者の中には、一定の地域連携は必要だという考えはあるも

のの、ボランティア要素の強い役員や委員を引き受けてまで維持す

る必要はないといった考え方が多くなっている現状がある。  

地域との繋がりが希薄になることで、保護者や地域住民は知らず

知らずのうちに情報を得る機会を失っている。また、子どもへの関

心や支援の意識の低下から労力を要する活動に対して懐疑的に捉え

る風潮に繋がり、地域内のトラブル解決を学校に依存する事例が発

生するなどの影響もみられる。そのため学校の負担が増え、本来や

るべき子どもへの教育に影響が出ることも懸念される。  

盤石な地域連携に向けては、相互  

認知・意識・行動のサイクルが重要  

と考える。本研究では、ＰＴＡが地  

域と保護者・学校を繋ぐためにどの  

ような役割を果たし連携を深められ  

るのかを整理し、今後の展望を考察  

する。  

 

２  研究への取組み  

本校ＰＴＡでは、地域と保護者・学校との繋がりの一助になるべ

く様々な活動に取り組んでいる。これら活動は、子どもたちに限ら

ず多方面に向けたメッセージも発信できるポテンシャルがあると考

えており、地域・学校活動に主体性をもち、関わっていくための意

識向上の手段について研究する。  

（１）  コミュニティースクールの活用  

学校を核とした地域づくりとして、校区の自治会長や地域有

識者、保護者、教職員、行政職員が構成員となり「地域の未来

を担う子ども達の育成」を目指して令和３年度に結成された。

それぞれが抱えている課題を共有し、子どもを中心に考えた解
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決の起点を作る場となっている。地域と学校が同じ思いで子ど

もに向き合い、支え合うことを目的とした組織である。  

ＰＴＡもこの枠組みを主体的に動かすことで子ども達の生活

環境改善へ働きかけをしている。  

（２）  機動力の高いおやじの会  

本校の特徴は、おやじの会を組織し、学校や子ども達への支

援を積極的に行っていることである。令和２年度に父親ならで

はの活動の場を設けることを目的に結成し、学校や子ども達か

らの期待に応えながら活動の幅を広げてきた。会員数も年々増

加しており、集まった会員は志が高く、主体的かつ柔軟性をも

って楽しみながら活動ができている。機動力の高さも強みの一

つである。  

（３）  役割を再定義したＰＴＡ  

本校のＰＴＡは３部会（①生

活部②教養部③広報部）から形

成されている。本年度は役割を

再定義し、周知した。生活部が

子どもの環境を作り、教養部が

子どもとの時間を作って広報部

で周知していく。子どもが輝け

る学校のために、親も積極的に共育に携わる仕組みを、各部会

の存在意義として改めて示した。従来、任された任期の中で用

意された役割をこなしていた活動であったが、目的をしっかり

理解することで、同じ活動でもより主体的に取組むことがで

き、達成感が得られるという効果があった。本来備えていた組

織のポテンシャルを発揮できることに繋がると考えている。  

 

３  実践活動の概要  

  本校では、ＰＴＡの負担低減策として数年前から「できる人が、

できる事を、できる時に」をモットーとして活動をしてきた。聞こ

えが良い一方で、協調性や役員の強い推進力が必要といった持続性

において脆弱な考え方とも捉えることができる。また、保護者の負

担低減が目的化してしまい、子どものために必要な活動まで削減さ

れてしまう流れについても再考が必要と考えた。  

時代に見合った持続性のあるＰＴＡ活動に向け、減らすべきは

『負担』ではなく『負担感』である。同じ活動でも視点を変えるこ

とにより価値を高め、負担感を減らすことができれば、子ども達の

ための活動の持続性が保たれることに期待ができると考えている。  

（１）  おやじの会を活用した当事者意識の牽引  

子どもの成長に責任をもつ大人として重要なのは当事者意識
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である。向上させる１つの手段が模範例を作ることと考え、お

やじの会の活躍を通じて全体の意識向上に影響が出せないかを

試行している。  

まずは、子どもからも保護者からも一目置かれる活動である

必要があり、「ブランド力」の向上を目指した。これまで、学校

から要望を聞いて修繕的作業を担っていた活動は、主体性が低

く映るイメージがあり、それらを払拭しようと試みた。  

取組の 1 つが『おやじポスト』の設置であ        

る。子ども達からの要望を直接おやじの会に届

けられる仕組みを作った。子ども達の提案に沿

って活動を行い、その結果を掲示し、子ども達

の思いの詰まった要望に応えている。ポストに

よるおやじと子ども達とのつながりは、子ども

達におやじの会の存在の認知と困り感を相談す

る選択肢が増えたことに

よる学校生活への安心感

につながった。運動会の

片づけの際には校舎から

「おやじありがとう！」

という多くの声援をもら

えた。一定の成果をあげ

た上で、活動を保護者・

行政にも積極的に発信し、有効性を示しつつ、主体性を持った

活動として継続している。  

今年度は、児童会との連携を試行する。子ども達が日常的に

行っている活動からの意見におやじの会が答えることで、子ど

も達の成長に繋がることを期待している。また、子どもから各

保護者にボトムアップで活動が伝わることで保護者の意識の底

上げに繋がる更なる効果も期待している。  

（２）  コミュニティースクールを活用した環境改善  

コミュニティースクールでは学校の運営方針の検討だけでな

く、学校での困りごとや地域での活動紹介も行っている。学校

が抱えるスクールガード減少の課題に対して自治会を通じて地

域の老人会の方々に協力をいただけるようになったことや、地

域の方々を講師として学校の活動に参加していただいているこ

となど、コミュニティースクールの長所を生かして子どもの生

活環境を改善するという行動が定常化できつつあると考えてい

る。  

（３）  交通安全活動を通じた地域連携  



80 

 

本校では地域ボランティアをはじめ、保護者を見守り隊とし

て登下校及び放課後の過ごし方に注意を払ってきた。また交通

安全の運動期間には、ＰＴＡが中心となり全保護者に対し立哨

当番や巡回当番などの役割を分担して取

り組んでいる。家庭の枠を超えた地域連

携のきっかけとなる重要な活動だと考え

ている。  

・  登下校時、子どもと一緒に登下校  

・  通学路の交差点での立哨当番  

・  通学路の巡回  

・  学校帰宅後や休日の子ども達の交通安全の見守り  

・  地域での遊び方や地域の危険箇所の有無を確認  

・  1 年生の児童と一緒に通学路を確認  

（４）  地域活動における負担感の削減  

    地区ごとに資源回収があり、ＰＴＡが開催日を宣伝し地域の

事業者が中心となって例年開催されている。得られた資金は全

額学校に寄付され、子どもたちのための物品の購入に使われて

いる。  

昨年度は、熱中症対策用にテントを購入し

グラウンドに常設した。設置が容易な新型テ

ントを導入することで先生方の物理的負担の

軽減と子どもの健康や安全の両立に繋がっ

た。これまでは成果の広報が弱かったため、

ＰＴＡ新聞でも「成果」と「子ども達と協力

する意味」を伝え、保護者の共感に働きかけ

られるように情報発信を行った。  

おやじの会においては、父親同士の強い繋がりが地域連携に

も繋がる事例もあった。地域の夏祭りに参加する際、「子ども達

と地域のために」という共通の志から設営に協力した。組織と

してではなく、生まれた個人間の繋がりでの活動事例であり、

まさに地域連携に向けた成果が出始めていると考えている。  

 

４  おわりに  

ＰＴＡは単なる「保護者組織」にとどまらず、「地域代表」「保護

者の声の代弁者」として重要な役割を担っている。今後は、より多

様な保護者や地域の意見を反映できる持続可能な仕組みと関係性の

構築が必要となるが、まずは目的意識をもって情報発信をしっかり

と行うことが重要である。学校、地域、保護者が三位一体となって

子ども達の健やかな成長を支える「共育」の実現に向け、生きた情

報を発信するＰＴＡの役割はますます重要になっていくだろう。  


